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インターバンクの声 （2014 年 8 月 18 日） 
 

金曜日のニューヨーク市場では、円相場が前日の同市場から続いていたス

ピード感こそないものの、じわりとした円売りから１０２円７０銭までドル

が上昇していた。しかし、この流れは昼まで持たず、ウクライナ軍が国境を

越えて侵入したロシア軍装甲車車列を攻撃したとの発表があるや、ドル円は

短時間のうちに１０２円台前半まで急落してしまった。結局上値１０３円が

近くて遠く感じたが、この一週間は１０１円台に値を戻すこともなかった。

今週２１日から２３日まで開催されるジャクソンホール会議までは、相場も

新たなレベルに移行することはないとの見方が一般的であったため、先週一

週間の値動きも結果的には納得できてしまうが、果たして２２日のイエレン

FRB議長の講演で相場が新たな展開を見せることになるのか待ち遠しい。弱い

経済指標発表が続いたユーロ圏では、今週も２１日にユーロ圏総合 PMIの発

表がある。１．３３ドル台前半はサポ―トになっているようにも見えるが、

上値も直ぐに切り返されているのを見ると、きっかけさえあれば直ぐに今ま

でとは違うレベルに向かいそうだ。 
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